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平成２5年３月１５日

発　　行

3月 11 日現在の会員数 　1,135 名

平
成
二
十
五
年　

新
春
講
演
会
・
新
年
互
礼
会　

開
催

平
成
二
十
五
年　

新
春
講
演
会
・
新
年
互
礼
会　

開
催

平
成
二
十
五
年
新
春
講
演
会
・
新
年
互
礼
会
が
一
月
十
七
日
（
木
）

に
百
三
十
余
名
参
加
と
な
り
、
過
去
最
高
の
出
席
者
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

世
界
景
気
の
減
速
で
日

本
経
済
は
元
よ
り
地
方

経
済
も
影
を
落
す
中
、

昨
年
末
に
行
わ
れ
た
衆

議
院
総
選
挙
に
お
い

て
、
自
民
党
の
圧
勝
と

な
り
、
結
果
誕
生
し
た

の
が
二
度
目
の
安
部
内

閣
、
参
加
者
の
多
い
理

由
は
、
こ
の
あ
た
り
の

期
待
感
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。満

員
御
礼
の
会
館
に

司
会
者
の
歯
切
れ
の
良

い
あ
い
さ
つ
が
響
き
わ

た
り
、
恒
例
の
講
演
会

の
始
ま
り
で
す
。

名
司
会
者
の
坂
戸
理
事

が
送
り
出
し
た
今
年
の
講
師
は
大
松
し
ん
じ
様
。
タ
レ
ン
ト
・
リ
ポ

ー
タ
ー
・
歌
手
と
多
芸
多
才
の
四
十
二
歳
は
、
今
年
二
十
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
デ
ビ
ュ
ー
当
時
か
ら
高
陽
祭
り
等
で
ご
縁
も

あ
り
、
親
し
み
や
す
い
人
柄
は
、
今
も
昔
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で

総
務
委
員
会
報
告　
　

 
 

 
 

 
 

 

　
　
総
務
委
員
会
委
員
長　
　

大
前
清
治

し
た
。
演
題
は
「
話
し
上
手
は
聞
き
上
手
」
会
場
の
聴
講
者
の
参
加

も
有
り
、
例
年
に
な
く
楽
し
い
講
演
に
な
り
ま
し
た
。

大
松
様
に
は
二
十
周
年
を
節
目
に
一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
会
に
続
き
、
第
二
部
の
新
年
互
礼
会
に
移
り
会
場

は
華
や
か
な
パ
ー
テ
ィ

ー
会
場
に
一
変
し
ま
し

た
。
ご
馳
走
を
前
に
大

下
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
続
い
て
十
年
毎
節

目
の
永
年
入
会
会
員
の

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
開

宴
、
木
戸
副
会
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
威
勢
よ
く

始
ま
り
ま
し
た
。
流
石

に
百
三
十
余
名
の
会
員

の
気
勢
は
、
少
々
不
安

な
景
況
感
な
ど
ど
こ
吹

く
風
、
平
成
二
十
五
年
の
好
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
そ
う
な
予
感
が
し
た

の
は
私
だ
け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
宴
も
酣
、
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ

ー
も
名
残
惜
し
く
も
、
高
地
副
会
長
の
中
締
め
後
、
終
宴
し
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
第
二
部
司
会
者
の
松
下
青
年
部
部
長
ご
苦
労
様
で
し

た
。商

工
会
会
員
の
皆
様
と
商
工
会
役
職
員
の
一
年
の
御
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
事　
　

総
務
委
員　

新
村　

正
則
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女
性
部
報
告

女
性
部
部
長　

大
瀬
戸
紫
苑
子

女
性
部
主
催
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

女
性
部
主
催
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

女
性
部
の
四
回
目
と
な
る
地
元
定
住
支
援
事
業
と
し
て
地

域
活
性
化
を
目
的
に
位
置
付
け
て
い
る「
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
実
施
。
出
逢
の
機
会
を
設
け
て
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
て
も
ら

お
う
と
、
去
る
十
二
月
二
日
（
日
）
に
高
陽
町
商
工
会
会
議

室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
男
女
合
わ
せ
て
三
十
五

名
が
参
加
。
二
十
代
か
ら
四
十
代
の
方
で
、
遠
く
は
安
芸
高

田
市
か
ら
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
め
で
た
く
四
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
成
立
。
是
非
結
婚
ま
で
ゴ

ー
ル
イ
ン
し
て
ほ
し
い
と
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
男
性
陣
が
待
つ
会

場
に
女
性
陣
が
一
人
一
人
自
己

紹
介
し
な
が
ら
入
場
。
自
己
紹

介
を
兼
ね
た
ミ
ニ
ト
ー
キ
ン
グ

か
ら
開
始
。
気
に
入
っ
た
人
が

い
れ
ば
、
メ
モ
を
と
る
人
や
、

お
目
当
て
の
人
と
お
互
い
に
談

笑
。
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
意

味
か
ら
「
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
チ
ェ

ッ
ク
の
ゲ
ー
ム
」
を
実
施
。
意

中
の
人
と
同
じ
感
じ
を
持
て
る
か
、
ゲ
ー
ム
形
式
を
通
じ
て

相
手
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
笑
い
声
も
飛

び
交
い
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
食
を
交
え
、

楽
し
く
ト
ー
キ
ン
グ
を
し
た
後
に
、
各
自
希
望
者
を
書
い
て

も
ら
い
、
集
計
し
た
結
果
、
め
で
た
く
四
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

成
立
。
こ
れ
か
ら
は
、
二
人
で
ド
ラ
マ
を
作
っ
て
い
っ
て
も

ら
い
、
成
就
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

女
性
部
と
し
て
は
、
次
回
も
内
容
を
充
実
し
た
も
の
に
す

べ
く
、
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

記
事　

女
性
部
副
部
長　

平
田　

ミ
チ
エ

工
業
部
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
業
部
部
長　
　
　

山
本　

靖
則

工
業
部
東
京
視
察
報
告

工
業
部
東
京
視
察
報
告

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日
〜
二
十
七
日

工
業
部
で
は
、
東

京
の
視
察
を
数
年
に

一
度
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
新
羽

田
空
港
と
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
見
学
を

企
画
い
た
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
新
し
く

な
っ
た
新
羽
田
空
港

と
、
J
A
L
機
体
整

備
工
場
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
な
か
な

か
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
飛
行
機
の
整
備
風
景
や
乗
客
の
安
全
を
第
一
に
日
々
努

力
さ
れ
て
い
る
姿
を

見
て
知
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

二
日
目
は
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
商

業
施
設
の
視
察
を
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
？
新
し
く
な
っ
た
東
京
駅
新
駅
舎
を
見
る
事
も
出
来
ま

し
た
。

日
々
変
わ
り
続
け
る
東
京
を
視
察
し
、
箱
だ
け
で
な
く
そ

こ
で
進
化
し
続
け
る
企
業
努
力
も
感
じ
ら
れ
た
二
日
間
で
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記
事　

工
業
部
部
長　

山
本　

靖
則

商
工
会

商
工
会
会
員
視
察
研
修

会
員
視
察
研
修

開
催
期
間
：
平
成
二
十
五
年
二
月
三
日
〜
四
日

場　
　

所
：
し
ま
な
み
海
道
と
道
後
温
泉
・
内
子
の
散
策

　

今
年
度
の
商
工
会
会
員
視
察
研

修
は
工
業
部
の
担
当
で
、
参
加
者

一
八
名
に
て
、
し
ま
な
み
海
道
を

通
り
、
亀
老
山
展
望
台
か
ら
し
ま

な
み
海
道
を
眺
め
、
道
後
温
泉
に

宿
泊
し
、
砥
部
焼
体
験
・
内
子
の

散
策
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
て
、
亀

老
山
展
望
台
か
ら
見
た
し
ま
な
み

海
道
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
眺
め

で
し
た
。

　

次
に
全
国
の
六
〇
％
を
占
め
る

タ
オ
ル
製
造
の
愛
媛
県
を
象
徴
す

る
タ
オ
ル
美
術
館
に
向
か
い
、
昼

食
を
取
り
、
館
内
を
見
学
し
た
後
、

日
露
戦
争
の
時
に
活
躍
し
た
秋
山

兄
弟
の
生
誕
地
と
坂
の
上
の
雲
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学
し
、
道
後
温

泉
の
由
緒
あ
る
旅
館｢

ふ
な
や｣

に
到
着
し
、
温
泉
に
浸
か
っ
て
疲

れ
を
取
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
砥
部
焼
観
光
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
焼
き
物
の
行
程
の
説
明
を
受
け
た
後
、
絵
付
け

体
験
を
行
な
い
、
木
蝋
や
内
子
座
で
に
ぎ
わ
っ
た
内
子
の
町

を
散
策
し
、
松
山
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
広
島
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

　

愛
媛
の
伝
統
産
業
に
触
れ
、
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
技
術

や
町
並
み
に
参
加
者
一
同
、
大
変
感
慨
深
い
研
修
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
事　

事
務
局　

大
原　

弘
典
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青
年
部
報
告　
　
青
年
部
部
長　
　
　

松
下　

仁

い
こ
い
の
森
「
千
本
桜
」
植
樹
の
お
手
伝
い

い
こ
い
の
森
「
千
本
桜
」
植
樹
の
お
手
伝
い

「
早
く
大
き
く
な
っ
て
ね
」
声
を

か
け
な
が
ら
一
生
懸
命
に
作
業
す

る
子
供
た
ち
。

深
川
地
域
の
方
々
、
深
川
小
学

校
四
年
生
の
児
童
と
共
に
今
年
で

三
回
目
と
な
る
山
桜
の
植
樹
の
お

手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
急
斜
面
と
格
闘
し

な
が
ら
作
業
す
る
子
供
た
ち
と
、

数
日
前
か
ら
段
取
り
を
し
て
、
そ

れ
を
見
守
っ
て
い
る
地
元
の
皆
さ

ん
。
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
実
感
す

る
ス
テ
キ
な
活
動
で
す
。

彼
ら
が
大
人
に
な
っ
て
、
お
花

見
を
し
な
が
ら
「
こ
れ
は
お
父
さ

ん
が
植
え
た
桜
じ
ゃ
」
と
自
慢
げ

に
話
す
姿
を
想
像
す
る
と
・
・
・

私
も
子
供
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て

「
し
っ
か
り
根
を
張
っ
て
く
れ
よ
」

と
自
然
に
声
が
出
ち
ゃ
っ
て
ま
し
た
（
笑
）

今
ま
で
も
、
青
年
部
活
動
と
し
て
高
陽
町
内
に
千
本
の
植

樹
を
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
更
に
、
い
こ
い
の
森
を
千
本
の

桜
で
飾
り
〝
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
〞
に
し
た
い
と
の
思
い
で
始

ま
っ
た
こ
の
活
動
。
千
本
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
か
か
り
そ
う
で

す
が
、
年
々
変
わ
る
姿
を
見
て
い
る
と
、
数
年
後
は
す
ご
い

景
色
だ
ろ
う
な
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
活

動
を
青
年
部
全
員
で
お
手
伝
い
し
て
ま
い
り
ま
す
！

記
事　

青
年
部
顧
問　

滝
口　

恒
明

第
五
十
二
回
商
工
会
全
国
大
会
開
催

第
五
十
二
回
商
工
会
全
国
大
会
開
催

　

広
島
県
内
三
十
一
商
工
会
よ
り
六
十
七
名
参
加
（
当
商
工

会
か
ら
は
大
下
会
長
、
木
戸
副
会
長
の
二
名
参
加
）
に
て
前

日
の
十
一
月
二
十
一
日
は
東
京
銀
座
の
広
島
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ

ッ
プ
「
タ
ウ
」
を
見
学
し
、
翌
日
の
二
十
二
日
東
京
都
渋
谷

区
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
「
商
工
会
全
国
大
会
」
が
多
数
の

来
賓
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
約
三
千
名
の

商
工
会
関
係
者
が
出
席
。
石
澤
全
国
連
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
当
時
の
野
田
総
理
大
臣
、
枝
野
経
済
産
業
大
臣
ら
が
祝

辞
を
述
べ
、
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の

高
田
理
事
長
が
関
係
団
体
を

代
表
し
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
表
明
で
は
、
天
野
全
国

連
副
会
長
（
宮
城
県
連
会
長
）

が
「
景
気
回
復
の
実
現
と
小

規
模
企
業
施
策
の
充
実
」
を

訴
え
、
①
大
型
の
景
気
対
策

の
実
行
、
中
小
・
小
規
模
企

業
対
策
の
強
化　

②
東
日
本

大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援
及

び
原
発
事
故
の
早
期
収
拾　

③
中
小
・
小
規
模
企
業
の
た
め
の
金
融
・
税
制
・
労
働
対
策

等
の
実
施　

④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活
動
等
の
推
進
・

強
化
、「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
支
援　

⑤
巡
回
訪
問
の
一
層

の
推
進
を
通
じ
た
商
工
会
の
支
援
機
能
強
化
。
以
上
の
五
項

目
が
大
会
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民
主

党
の
前
田
企
業
団
体
対
策
委
員
長
、
自
由
民
主
党
の
安
倍
総

裁
、
公
明
党
の
山
口
代
表
ら
が
挨
拶
。
最
後
に
、
森
田
全
国

連
副
会
長
（
愛
知
県
連
会
長
）
が
閉
会
を
宣
言
し
、
大
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

記
事　

事
務
局
長　

堂
脇　

成
人

役
員
研
修
会

役
員
研
修
会

伝
統
工
芸
を
視
察
し
て
、
自
ら
の
仕
事
の
参
考
に
し
よ
う

と
、
去
る
一
月
二
十
七
・
二
十
八
の
二
日
間
に
亘
っ
て
、
日

本
の
良
き
伝
統
工
芸
・
京
都
の
綴
・
螺
鈿
蒔
絵
を
体
験
す
る

視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

厳
寒
の
京
都
の
街
中
に
糸
を
紡
ぐ
音
が
響
く
工
房
。
こ
こ

は
、
京
都
西
陣
・
浅
田
綴
。
六
十
年
以
上
の
経
験
を
重
ね
た

職
人
が
、
金
糸
銀
糸
を
折
り
重
ね
、
幾
何
学
模
様
や
京
都
の

雅
を
描
い
て
い
く
。
こ
の
繊
細
な
工
程
に
は
、
完
成
ま
で
幾

つ
も
の
分
業
化
が
あ
っ
て
、

作
り
上
げ
て
い
く
。
京
都

の
職
人
の
裾
野
の
広
さ
を

体
感
し
ま
し
た
。

当
日
の
工
房
は
、
雪
の

ち
ら
つ
く
厳
し
い
寒
さ
の

中
、
糸
が
程
よ
い
湿
気
を

保
つ
た
め
も
あ
っ
て
、
昔

な
が
ら
の
土
間
に
し
て
、

製
品
に
こ
だ
わ
る
職
人
の

心
意
気
を
実
感
し
ま
し
た
。

因
み
に
、
綴
ら
れ
た
帯
一

本
の
お
値
段
は
、
百
万
円
前
後
だ
と
か
。

続
い
て
、
京
漆
器
の
丸
盆
に
京
都
伝
統
工
芸
で
も
あ
る
蒔

絵
・
螺
鈿
の
加
飾
を
体
験
。
螺
鈿
は
、
貝
を
細
く
削
り
貼
り

付
け
る
手
法
で
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
は
、
色
が
変
わ
る
。

そ
の
色
彩
は
、
重
厚
な
趣
ま
で
も
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
作
業

を
実
際
に
体
験
し
よ
う
と
、
各
々
が
思
い
を
込
め
、
筆
を
運

び
、
線
を
描
く
事
の
難
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
今
回
の
役

員
研
修
は
、
今
ま
で
に
な
い
体
験
型
研
修
と
し
て
、
木
戸
副

会
長
の
企
画
に
て
実
施
。
日
本
の
伝
統
工
芸
の
一
部
を
垣
間

見
た
と
同
時
に
、
そ
の
道
一
筋
を
極
め
る
奥
深
さ
を
実
感
出

来
た
研
修
と
な
り
、
今
後
の
各
仕
事
に
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
事　

事
務
局　

児
玉　

宏
文
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編集責任　広報委員会（委員長　佐藤　誠治）
会長　大下　秀明
編集責任　広報委員会（委員長　佐藤　誠治）

一
日
法
律
相
談
会
実
施

一
日
法
律
相
談
会
実
施

日
頃
の
仕
事
に
関
す
る
問
題
や
身
近
な
生
活
の
な
か
で

起
こ
る
問
題
に
対
し
て
、
気
楽
に
専
門
家
の
相
談
を
受
け
る

「
一
日
無
料
法
律
相
談
会
」
を
、
去
る
十
一
月
二
十
九
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
相
続
に
関
す
る
問
題
や
仕
事
上
の
損
害
賠
償
問

題
な
ど
、
入
口
と
し
て
の
相
談
に
会
員
さ
ん
か
ら
、
顧
問
弁

護
士
先
生
に
時
間
を
区
切
っ
て
相
談
に
応
じ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

日
頃
、
法
律
問
題
に
つ
い
て
は
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
か
、
費
用
面
が
多
額
に
か
か
る
の
で
は
な
い
か
躊
躇
す
る

傾
向
が
あ
る
面
を
、
商
工
会
と
し
て
は
相
談
会
を
実
施
し
て

ご
利
用
頂
け
れ
ば
と
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
予
定
し

ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

記
事　

事
務
局　

児
玉　

宏
文

金
融
円
滑
化
法
セ
ミ
ナ
ー
開
催

金
融
円
滑
化
法
セ
ミ
ナ
ー
開
催

今
年
３
月
末
に
期
限
切
れ
と
な
る
金
融
円
滑
化
法
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
、
去
る
一
月
三
十
日
に
開
催
。
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
診
断
士
の
専
門
家
を
招
き
今
後
の

対
応
策
を
ど
う
し
た
ら
良
い
か
説
明
し
て
、
今
後
の
早
め
の

準
備
に
対
応
し
ま
し
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
金
融
機
関
に
返
済
負
担
の
軽
減
を
申

し
入
れ
、資
金
繰
り
の
猶
予
を
は
か
っ
て
も
ら
う
措
置
法
で
、

今
年
の
三
月
末
に
て
期
限
切
れ
と
な
る
こ
の
時
期
に
、
早
め

の
対
応
を
図
っ
て
も
ら
う
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
期
限
到
来
が
意
味
す
る
事
・
期
限
到
来
後
に
予
測

さ
れ
る
金
融
機
関
取
引
の
影
響
・
継
続
的
な
融
資
取
引
に
必

要
な
対
応
策
な
ど
中
心
に
、
分
か
り
や
す
く
解
説
。
診
断
士

の
先
生
か
ら
は
、
特
に
今
後
は
、
経
営
者
自
ら
が
実
行
可
能

な
経
営
改
善
計
画
書
を
作
成
し
て
、
金
融
機
関
と
の
取
引

を
し
っ
か
り
取
っ
て
い
く
こ
と
を
力
説
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
早
速
持
ち
帰
っ
て
、
具
体
的
な
計
画
書
の
作

成
に
取
り
組
む
意
気
込
み
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

記
事　

事
務
局　

児
玉　

宏
文

〜〜
『
ネ
ッ
ト

『
ネ
ッ
ト
d
e
d
e
記
帳
』

記
帳
』

　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

商
工
会
の
経
理
・
決
算
シ
ス

テ
ム
『
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
』
セ

ミ
ナ
ー
を
二
月
七
日
（
木
）
に

高
陽
町
商
工
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
平
成
二
十
五
年

度
か
ら
全
国
商
工
会
連
合
会
が

開
発
し
た
新
ソ
フ
ト
の
導
入
に

伴
い
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
向

け
た
内
容
で
研
修
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
『
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
』
を
以
前
か
ら
利
用
中

の
事
業
所
と
新
た
に
利
用
を
検
討
中
の
事
業
所
の
代
表
者

や
経
理
担
当
者
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
商
工
会

連
合
会
か
ら
委
託
を
受
け
た
広
島
県
商
工
会
連
合
会
と
シ

ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
企
業
の
㈱
パ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
の
担
当
者
か

ら
約
２
時
間
半
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
変
わ
っ
た

部
分
や
入
力
方
法
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
デ
ー
タ
を
管
理
し
て
、
〝
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
お
手
軽
に
〞
入
力
や
見
る
事
の
出
来
る
商
工

会
の
『
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
』
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
勧
め

し
ま
す
。

記
事　

事
務
局　

熊
谷　

典
行

新
事
務
局
員
紹
介

新
事
務
局
員
紹
介

　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三

日
か
ら
高
陽
町
商
工
会
の
記

帳
指
導
職
員
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
と
は
違
う
業
態
で
の
仕

事
で
戸
惑
う
事
ば
か
り
で
す

が
、
一
日
も
早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
不
慣
れ
な
事
が
多
く
皆
様
に
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
事
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
田　

智
子

「
高
陽
町
商
工
会

「
高
陽
町
商
工
会
会
員
章
」
店
頭
掲
示
の
お
願
い

会
員
章
」
店
頭
掲
示
の
お
願
い

　

高
陽
町
商
工
会
設
立
五
十
周
年
記
念
の
一
環
と
し
て
作
成

し
会
員
の
皆
様
に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
、
会
員
章
を
店
頭

に
掲
示
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

現
在
一
、一
〇
〇
名
を
越
え
る
会
員
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。

一
口
に
一
、一
〇
〇
名
と
云
い
ま
し
て
も
、
お
互
い
知
ら
な

い
方
も
お
ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
仲
間
で
あ
り
共
に
誇
り
を
持

っ
て
事
業
を
進
め
る
為
に
も
店
頭
の
目
に
付
く
場
所
に
掲
示

を
お
願
い
し
ま
す
。
又
、
Ｂ
Ｕ
Ｙ
こ
う
よ
う
・
し
ら
き
運
動

の
原
動
力
と
し
て
、
先
ず
会
員
同
士
相
互
利
用
の
推
進
の
目

印
と
な
り
ま
す
の
で
、
会
員
章
掲
示
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

記
事　

事
務
局
長　

堂
脇　

成
人
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会長　大下　秀明
編集責任　広報委員会（委員長　佐藤　誠治）

事　業　所　名 代　表　者 業　　　種
新晃設備 高場　一浩 管工事業
Ｕ－ＷＡデザインプロダクツ 溝口　雅和 建築内装設計業
㈲ファミリーショップ　ビバ 奈地田　健 衣料品販売業
㈲ガレージクドウ 工藤　純嗣 自動車板金業
㈱トラスト 池田　謙一 総合ビルメンテナンス
Ｃｒｅａｔｉｏｎ 山田　　晃 板金塗装
㈲口田調剤薬局 新佛　賢明 調剤薬局
Ｂ．Ｐ．オートサービス 水野　和則 自動車板金塗装
㈲ロフトコーポレーション 田村　　誠 建築業
新宅工房 新宅　弘達 看板製作
㈱Ｋ－テック 亀田　一臣 電気工事業
シンエイ家電サービス 信貞　伸一 家電等配送・設置業
㈱Ｋ・Ｊ 海島　一郎 建設業
個人ＳＵＭＩＲＥ　ＴＡＸＩ 池田　　隆 個人タクシー
木村正憲 アパート経営
菓子工房カプリス 豊福　浩幸 洋菓子製造・小売
㈲ワイズ工業 金岡　良典 建築防水業
ふくろう堂鍼灸院 阿部　隆宏 鍼灸院
カットハウスNEW　CROWN 鍵川　　靖 理容業
㈲デェーシーシステム 長嶺　政雄 機械器具設計・製造
㈲建祥シーリング 笠原　慎治 防水工事業
㈱バイストン・ウェル 木村　幸生 飲食業
㈱シモダBM設計 下田　　勲 ベルマウス設計・製造
㈲清水設備工業 清水　　栄 管工事業
ボディショップ創和 堀家　寿則 自動車板金塗装業
スナップオン先原 先原　敏英 工具販売業
㈱ブレイク 小城　健一 車・バイク輸入販売
波多野工業㈱ 波多野博紀 人材派遣業
㈲フィンフ 佐藤　篤子 とび工事業

事　業　所　名 代　表　者 業　　　種
㈱オーシャンズ 宗久　明美 木材卸売業
お好み焼き　やりっぱなし 岡野位知子 飲食業
㈱フリーダム 永岡　慎吾 包装機械製造・販売
㈱トライク 益子　亮二 建設業
渡　成実 アパート経営
ビューティー熊谷 熊谷　弘子 化粧品販売
㈲西川工業 西川　興三 鉄工業
㈱城南交通 岡垰　輝之 一般貸切旅客自動車運送
㈲ケイ・パル 國清千紗子 婦人服販売
焼肉の里　十々 國本　廣海 焼肉店
寺田秀樹税理士事務所 寺田　秀樹 税理士
スマート建創 丸子　明仁 建具工
山中元三 アパート経営
杉原林業 杉原　隆弘 林業
㈲ホップワン 小田　　等 食品製造卸業
㈱Ｒｅｎｅｗ・キクチ 菊池　優子 飲食業
藤原　貢 飲食業
深川生産森林組合 中川晋一郎 森林組合
㈱トミハラ 富原　裕喜 とび、土木、塗装工事業
白浜緑工舎 白浜　誠一 造園業
きりん堂はりきゅう接骨院 住川　法正 はり・きゅう・マッサージ
㈱六住 高橋　通人 建築工事業
理建シール㈱ 林　　貴博 防水工事業
食彩房　ほんだ 本多　義隆 飲食業
六人塾　中筋教室 加藤　英明 学習塾
上田農園 上田　哲弘 農業
㈲ＢＣＭ 松岡　徹哉 自動車・バイク販売
三浦　昇 不動産賃貸業

新入会員紹介　（入会期間　２４年 11 月 16 日～２5 年 2 月 22 日）

第77号

【
会
員
数
状
況
】

基
準
日　
　

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
末
日

会
員
数　
　
　
　
　

一
、〇
二
二　
　
　
　
　
　
　
　

一
、一
三
九

商
工
業
者
数　
　
　
　

一
、七
七
三　
　
　
　
　
　
　
　

二
、〇
二
七

組
織
率　
　
　
　
　

五
三
、二
％
　
　
　
　
　
　
　

五
一
、八
％

（
法
定
会
員
）

※　

会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中　

入
会
者

  

一
二
七

※　

本
年
度
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
末　

入
会
者　

  

一
五
二

　
　

会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
告

さ
て
、
商
工
会
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
昨
年
三
年
に
一

度
の
国
勢
調
査
（
平
成
二
十
一
年
分
）
の
新
た
な
管
内
事
業
者
数
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
結
果
二
五
四
事
業
者
が
増
加
し
た
た
め
、
現
在
の
商
工
会
組
織
の

存
続
条
件
で
も
あ
り
ま
す
組
織
率
（
商
工
会
加
入
者
数
÷
管
内
商
工
業
者
に
て
表
す
）

も
50
％
を
割
り
、
存
亡
の
危
機
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
末
、
地
方
紙
に

も
大
き
く
取
り
立
た
さ
れ
（
中
国
新
聞
朝
刊
十
二
月
二
十
八
日
発
刊
）、
皆
様
に
多

大
な
不
安
を
与
え
た
こ
と
を
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。高

陽
町
商
工
会
で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
昨
年
七
月
よ
り
年
末
に
か
け
て
、
広
く

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
対
し
て
会
員
増
強
の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
数
の
新
規
入
会
を
頂
き
ま
し
た
。
現
在
で

は
商
工
業
者
数
の
以
前
の
適
用
前
の
組
織
率
に
近
づ
く
状
況
ま
で
回
復
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
一
重
に
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
の
ご
理
解
ご
協
力
の
賜
物
と

深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
こ
の
数
値
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
増
強
を

展
開
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。
何
卒
、
引
き
続
き
益
々
の
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

商
工
会
の
基
本
目
的
は
地
区
内
の
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
併
せ
て
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
に
資
し
、
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
時
代
で
こ
そ
基
本
に
戻
り
、
し
っ
か
り

と
足
元
を
見
つ
め
、
地
域
の
唯
一
の
経
済
団
体
と
し
て
の
使
命
を
し
っ
か
り
と
自
覚

す
る
所
存
で
す
。
高
陽
町
商
工
会
は
、「
あ
な
た
に　

と
こ
と
ん
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

元
気
な
経
営
、
笑
顔
の
ま
ち
へ
、
商
工
会
は
全
力
で
進
み
ま
す
。「
行
き
ま
す
、
聞

き
ま
す
、
提
案
し
ま
す
。」
を
合
言
葉
に
、
商
工
業
者
の
皆
様
が
、
商
工
会
に
加
入

し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
言
え
る
組
織
づ
く
り
に
努
め
、「
オ
ー
ル
商
工
会
の
ま
ち
」

と
し
て
皆
さ
ん
と
共
に
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご入会ありがとうございます。おかげ様で多くの仲間が増えました。



会長　大下　秀明
編集責任　広報委員会（委員長　佐藤　誠治）

◆ 本　　　所　　TEL：８４２－０１８６　　FAX：８４５－０９３９
役　　職役　　職 担　　当　　地　　区担　　当　　地　　区

事務局長 狩留家町
課　　長 経営指導員 倉掛・亀崎地区、口田東地区
課長補佐 経営指導員 落合地区、口田地区、上深川町
主任主事 経営指導員 深川地区、真亀・落合東地区
主任主事 経営指導員 白木町地区、小河原町
主　　事 経営指導補助員

記帳指導職員
平田　智子平田　智子 記帳指導職員

TEL：８２８－０７０３　　FAX：８２８－１７６４

担　　当　　地　　区担　　当　　地　　区
主任主事 経営指導補助員

記帳指導職員

項　　目　項　　目　 具　体　策具　体　策 活　動　内　容活　動　内　容 担当部門担当部門

活力ある町づくり活力ある町づくり

スマートインターチェンジの誘致 調査研究し行政・議員への働きかけ まちづくり委員会
地元フットサルチームの支援 広報活動・スポンサー探し支援等 青年部
婚活による町内定住化対策 婚活事業年２回ペース実施 女性部
農業体験事業 ( 小学生･幼稚園児 ) 小学校･教育委員会折衝、農家と交渉 まちづくり委員会

安心・安全に安心・安全に

　暮らせる町づくり　暮らせる町づくり
安佐北警察署との連携 防犯情報提入手・ポスター掲示 事務局

情報提供の強化 年４～５回会員宛ＤＭ送付・店頭掲示 事務局

経営の安定化経営の安定化

BUYこうよう・しらき運動 冊子掲載店の拡大と配布先拡充 青年部・幹事会

相談しやすい環境づくり
相談会案内新聞折込年２～ 3回実施 事務局
経営指導員の地域担当制導入 事務局

相談会・講習会・専門家派遣 金融・法律・経営・税務相談会実施 事務局
事業継承・マッチング支援 事業継承マッチング相談会実施 事務局
新規創業支援 創業塾開催実施 事務局
会員事業者ホームページ作成 作成支援 事務局

異業種交流の異業種交流の

　活発化

商工会会員章の掲示 掲示の推進 総務委員会

会員全体行事の充実 講演会・セミナー・親睦会開催 総務委員会

■高陽町商工会　長期 ( ５年 ) の行動計画■
高陽町商工会では「商工会運営理念」及び５年後の「地域のあるべき姿」「地域内商工事業者のあるべき姿」につ
いて正副会長会・幹事会で検討策定し役員会で承認され、平成２５年度より行動計画として下記内容で実施してま
いりますので、ご支援ご協力宜しくお願い致します。

商工会運営理念　：　小規模事業者の経営支援

■ 事務局職員担当職務一覧表 ■
商工会では、サービス向上と相談しやすい環境作りの一環として経営指導員の地域担当制を導入して
おります。ご相談事項等地域担当者に、ご連絡お願い致します。
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